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（ピグ回収位置）

ピグ受槽

仕切弁F（常時開→閉）

仕切弁E（常時開→閉）

仕切弁D（常時開→閉）

仕切弁C（常時開→閉）

仕切弁B（常時開→閉）

仕切弁H（常時閉→開）

仕切弁G（常時閉→開）

ピグ通過範囲

西部SC4階平面図

西部SC4階平面図

※点線は常用の汚泥圧送ルート

仕切弁B～Fを閉にし、仕切弁G・Hを開にすることで

常用ルートからピグ受槽に入るルートへ切り替える
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図面番号12番より


